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透明な孤独  　 岸川 ナオミ（著）

新刊のご案内

透明な孤独
孤独は目に見えない
時に人は透明な孤独の中に
閉じ込められる
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岸川 ナオミ（著）

話しかけても振りむいてくれない母。
兄への異常な愛情を見せる母。
幼い頃からの母への満たされない愛情は、
やがて憎悪へと変わる。
心を病み、光と闇の２つの生活を送る主人公。
病院で出会った友達に心を癒され、
結婚して最愛の息子も生まれる。
でも、心の中には自分でも分からない孤独がある。
そして今、自分の中にもう一人の自分が生まれる。

■著者プロフィール

岸川 ナオミ（きしかわ・なおみ）
　大学卒業後、広告代理店に入社。のちに結婚退職。一度の離婚、一度の死別を経験し、縁あって看護助手を経てヘルパー
の資格を取得。現場で働きながら、真に人を助ける仕事に就きたいと、精神保健福祉士の国家資格取得。主に福祉現場で働く。
その中で色々な人との出会い、別れによって人生というものを考えるきっかけとなった。
　現在は3回目の結婚をし、専業主婦のかたわら、精神保健福祉士の資格を生かし、夫の仕事の手伝いをしている。1児の母親。
子どもの頃から大の動物好きで、今は一頭の犬と暮らしている。また、蝶やトンボが大好きで、今でも網を片手にキヤッチ
&リリースをすることも。一度、多摩動物公園の昆虫館で広い園内を飛び交う800羽の蝶を見て、その美しさに圧倒された。
蝶がお好きな方には是非お勧めしたいスポット。

心の孤独を
抱えるすべての
人たちへ！

第一章　社宅住まいの四人家族
第二章　光と闇の生活

　第三章　疑似家族
第四章　母の記憶
第五章　アキと亜里沙
第六章　最愛の息子
第七章　小さな女の子

　実体験を元に書き下ろした半生の記憶ーーー

　繊細な女性の心の動きが見事に描かれていく。

　彼女の心の孤独はどうして生まれたのか！

小説


